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１．緒 言 

宇都宮大学工学部附属ものづくり創成工学センター（以下，

センター）は，平成14年（2002年）に創造性教育に関する文

部科学省の省令施設として，全国の国立大学（当時）で最初

に設置された．設立当初より「創成工学教育部門」の活動とし

て，学生へのものづくり感性の涵養，自主性，創造性の育成

を目的に，活発な活動を行っている1)．学部生に対する創造

性教育プログラムとし工学部1年生に対して学科横断的に実

施しているPBL(Problem Based Learning)形式科目「創成工学

実践Ⅰ」があり，学生への工学に対する動機づけ，専門課程

における導入教育という位置づけで実施している2)～5)． 
このような取り組みの背景としては，従来の大学教育システ

ムでは，基礎科目，専門科目という座学中心の知識習得後に，

卒業研究で初めて実課題に取り組む場合が多くみられる．こ

れに対して，本学工学部では，その後の専門教育への興味，

理解を深めるために初期導入教育の段階から，より実践的な

課題への取り組みを行い，工学に対する動機づけをねらいと

している．また，近年の技術革新は，広範な分野の多くの科

学的・技術的知見・要素技術を融合することによりもたらされ

ていると考えられ，専門知識だけではなく，異分野のメンバー

と連携してグループ形式で活動することも必要であると考え，

学科横断のメンバー構成で活動を行っている． 
本稿では，「創成工学実践Ⅰ」の紹介およびその評価につ

いて述べる．  
 

２．創成工学実践Ⅰ 
２．１ 授業の概要 
 「創成工学実践Ⅰ」は，共通専門基礎科目（後期，必修）と

して，工学部の 1 年生（全 4 学科，約 320 人）を対象に実施し

ている PBL形式科目である．本授業の特徴の 1 つは，受講生

を学科横断的な4 人もしくは 5 人グループとし，つまりメンバー

は 4 学科の学生が含まれるように編成され，各グループには

教員が考案したものづくりに関する実践テーマを与えるという，

学科横断型のグループ構成である．平成 29 年度は 325 名の

受講生を 65 グループに分け，表 1 のような 10 種類の実施テ

ーマに対して，各テーマに 4 グループから 16 グループの学生

を配属した． 

表1 実施テーマ一覧（平成29年度） 
テーマ名 

風力発電に挑戦！ 

コインを選別する装置を作る 

玉入れロボットの製作 

ミニタッチパネル機器を作ろう！ 

ピンポン玉運びロボット・コンテスト 

ミニ四駆に最新自動車技術を搭載してみよう！ 

インクジェットプリンターからアイデアカーを作る 

オリジナルピタゴラ装置を製作しよう！ 

宇大発のオリジナルゲームを作ろう！ 

空中表示を使って未来的な映像を作ろう 

 
各テーマは各学科の教員グループが担当し，受講生は，

事前に複数の実施希望テーマを選択し，希望するテーマに

配属される．配属後は与えられた実践テーマに対してグルー

プでコミュニケーションを取りながら，問題発見，計画，実行，

評価，および改善という課題解決に取り組み，最後に発表を

行う．本授業では，教員，および TA は，学生の自主的な活動

を最大限に尊重し，必要最低限の説明，もしくはアドバイスを

するのみで，できる限り干渉しない．つまり口や手を挟まない

ことを基本的な方針とし，このようなものづくり体験学習を通じ

て，学生の「自主性」，「創造性」，「独創性」を育み，さらに，

グループ活動を通じて「コミュニケーション能力」，また成果発

表を通じて「プレゼンテーション能力」の各能力を育成するこ

とを目指している． 
「創成工学実践」では，以下の評価項目を設定し， 
(1) 自主性 
(2) 創造性（想像性），創意工夫 
(3) 独創性 
(4) 問題解決意欲 
(5) 協調性，コミュニケーション 
(6) プレゼンテーション 
(7) 試行錯誤 
(8) 成果 
(9) その他テーマ毎に設定する評価項目 

成果物のみを評価するのではなく，活動の過程や着想，創意

工夫，チームワークなどを重視し，各個人に対して成績評価

を行っている． 
* 宇都宮大学工学部附属ものづくり創成工学センター：〒321-8585 

栃木県宇都宮市陽東7-1-2 
〈学会受付日：2018年 6月28日〉
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